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《 国産大豆 》 

〇平成２９年産国産大豆入札情報 

 このほど日本特産農産物協会は平成２９年産大豆の２月の入札結果を発表しました。 

それによると、上場数量９，８７７トンで、落札数量が２，５８５トン、落札率は２６％と

いう結果となりました。平均落札価格は、６０ｋｇ／８，４０４円となり、前月から６０ｋｇ

／１７０円値上がりしました。 

 

 普通大豆の銘柄別では、北海道とよまさり大粒は７，８６８円と前月から４３６円下落、 

スズマル小粒は９，７１６円と５３６円値上がりました。宮城ミヤギシロメ大粒は前月から 

２０９円下落しましたが、全量落札となりました。 

 前月から平均価格が上昇したのは、宮城ミヤギシロメの全量落札や東海フクユタカの初上場

されたことによるものと思われます。今後の入札は実需者が新穀の確保を急いでいないことも

あり、落札率は２０％台で推移するのではないでしょうか。 

 

     入札月     上場数量     落札数量      落札率              

  １７年 １２月   ３，８８３ｔ     ９２１ｔ     ２４％  

  １８年  １月   ８，２９７ｔ   ２，７４２ｔ     ３３％ 

  １８年  ３月   ９，８７７ｔ   ２，５８５ｔ     ２６％ 

                                                 

    合 計   ２２，０５７ｔ   ６，２４８ｔ     ２８％ 

 

 

 

〇２９年産大豆収穫量は４％増の２４．９万ｔ、北海道・九州などで単収増 

農水省は２２日、平成２９年産大豆の収穫量を前年比４％増の２４万８，６００ｔと発表し

ました。作付面積は前年並みでしたが、単収は前年産で台風や長雨などの天候影響を受けた北

海道や九州などで増加したことが寄与しました。 

地域別では北海道の作付面積が２％増と拡大したことに加え、単収が１６％増と大きく回復

したことにより、収穫量は１８％増の１０万ｔとなっています。東北は作付面積はほぼ横ばい

でしたが、単収が宮城を除いて２桁減となったことで、収穫量は１３％減の４万７，３００ｔ

と減少しました。その他地域では北陸は前年並み、九州では作付面積は２％減でしたが、単収

は福岡１２％増、佐賀２７％増と大きく伸びたことで、収穫量は１３％増の３万４，０００ｔ

と２桁増となっています。 
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《 トピックス 》 

〇全国納豆鑑評会が群馬県で開催、２０５点が出品 

 全国納豆協同組合連合会は２月２３日、群馬県渋川市の伊香保温泉で第２３回全国納豆鑑評

会を開催しました。 

 出品総数は２０５点、最優秀賞の農林水産大臣賞は愛知県の高丸食品「国産中粒納豆」が受

賞しました。弊社お取引先では大永商店（宮城）の「伊達藩永太郎納豆大粒蔵政」が優秀賞・

農林水産省食料産業局長賞（大粒・中粒部門）を、 

川口納豆（宮城）の「北海道産小粒三つ折」が優秀賞・ 

全国農業協同組合連合会長賞（小粒・極小粒部門）を受賞。 

藤原食品(京都)の「京納豆大粒」が 

優良賞・全国納豆協同組合連合会長賞（大粒・中粒部門）を、 

菅谷食品（東京）の「国産大粒つる姫納豆」が 

優良賞・納親会長賞（大粒・中粒部門）を受賞されました。 

受賞された皆様おめでとうございます！ 

 

 

《 食品部門 》 

こんにちは！いつもお世話になっております！ 

弊社は、大豆のほかに片栗粉やでん粉、ブドウ糖を扱っているのをご存知ですか？ 

今回から食品部門も、まめ瓦版に情報提供をして参りますので、何卒よろしくお願い申し上げ

ます。 

 ところで、最近、皆さんは、スーパーの「片栗粉」をご覧になったことはありますか？ 

実は、昨年秋から徐々に値上げや量目変更されているのです。 

それは、一昨年の台風の影響により、北海道産の馬鈴しょが、甚大な 

被害を受けたのが原因なのです。  

結果、馬鈴しょの減産により、供給量が制限され、原料価格が上昇 

しました。皆さんの中には、昨年、スーパーの棚にポテトチップスが 

無くなったのをお覚えている方もいるかと思います。でん粉専用品種の 

「馬鈴しょ」は、昨年の作付け面積も減少したため、さらにタイトな 

状況となっております。 

（昨年、ポテトチップス向け等の加工用品種は、作付け面積が増加） 

このような厳しい環境ですが、今後も安定供給と、安全、安心な 

製品づくりに努めて参りますので、変わらぬご愛顧を賜りますよう 

宜しくお願い申し上げます。 


